
第３号議案         2025年度事業計画（案） 

（2025 年 4 月 1 日から 2026 年 3 月 31 日まで） 

特定非営利活動法人市民社会研究所 

＊アンダーラインは新規事業 

１ 2025年度重要方針 

（１） ２本柱（下図参照）の徹底と推進 

（２） ＳＳＫとユニバの連携促進 

（３） 組織の世代交代の推進 

① ＳＳＫ・ユニバ戦略会議の設置 

・目  的：ＳＳＫの２本柱を戦略的に進めるとともに若い世代の育成を図る 

・メンバー：本部 （代表・副代表・事務局長） 

各部門代表 （ほくサポ・伊勢おやき・スプラウト・ユニバ・地域のつながり） 

・実施時期：４半期ごと（６・９・１２・３月） 

② 外部組織との連携 

・市民教育（NPO法人 Kotoisa） 

・政策提言・政策対話（ライブラリーフレンズ、四日市 NPO協会） 

・社会的包摂 （四日市居場所ネットワーク、就労支援事業所ネットワーク） 

（４） 事業の対象者をより若い世代に拡大 

① 市民教育（NPO法人 Kotoiaと連携） 

② 市民の政治・行政への参画・協働（NPO法人 Kotoia、ライブラリーフレンズと連携） 

③ 就労支援（ほくサポ：北星高校等との連携強化 

ユニバ： 放課後等デイサービスの開設、生活訓練事業所の再開） 

（５） 発信力の強化 

① ホームページのリニューアル 

② 動画・ＳＮＳを活用した発信 

③ イラストを活用した発信 

（６） 地域貢献 

① グリーンモール商店街の役員活動及び商店街関係イベントへの協力 

② ボランティア活動（ほくサポ、ユニバ） 

 

 
 

 



２ 力強い市民社会づくり 

（１） 人権 

① 人権研修 

・「三重県人権まちづくり推進事業」への協力 

2025年度から本事業の受託者となった公益財団法人反差別・人権研究所みえ 

（ヒューリアみえ）の依頼に基づき、人権に関する研修会を実施する。 

   ・四日市市職員研修（人権の基本） 

5月 16日（金）新規採用職員 

12月 23日（火）新任課長補佐級職員  

    ・四日市市人権センター「あすてっぷ」（メディア・リテラシー） 

       10月 11日 

・三重県老人クラブ連合会（高齢者の人権） 

       12 月 19 日（金） 

・その他 

② 四日市市男女共同参画センター（はもりあ）登録グループへの参加 

5月 17日（土） 登録グループのつどい ほか 

 

（２）市民共育 

① ニュースカフェ 

     スプラウトを使って現代社会の課題に関する講座を実施する。（原則毎月１回） 

② 四日市市熟年大学：「地域で市民活動・市民協働を進めるために」 

③ 連携する組織が行う市民教育に関する事業への参加・協力 

・NPO 法人みえ NPO ネットワークセンター（市民活動） 

・（公財）ささえあいのまち創造基金（寄付） 

・（一社）食の輪よっかいち（食） 

・東海市民社会ネットワーク（市民活動） 

・ＮPO 法人 Kotoisa（子どもの政治参加） 

④ 連携する組織が行う政治・行政への市民参画に関する事業への参加・協力 

・四日市ＮPO協会 

（NPOプレゼンテーション大会＆政策・事業構築事業・市議会との関係づくり） 

・ライブラリーフレンズ（新図書館一緒につくろう実行委員会） 

・みえ市民活動ボランティアセンター（政策対話） 

・東海市民社会ネットワークの活動の参画 

⑤ その他 

 

（３）「地域のつながり」強化事業（四日市市委託） 

【四日市居場所ネットワークの構築】 

① 居場所キーパーソン会議 

（子ども・若者・高齢者・女性・外国人・障害者・生活困窮者・地域） 

② 市内居場所悉皆調査 

③ 居場所マップの作製 

④ 分野別居場所ヒアリング・ワークショップ 

⑤ 居場所交流会（地域・全市） 

⑥ ネットワーク通信の発行（毎月） 

 

 



（４） ネットワーク型中間支援組織の運営・協働 

① 公益財団法人ささえあいのまち創造基金 

② ＮPO 法人みえ NPO ネットワークセンター 

③ 東海市民社会ネットワーク 

④ 四日市ＮＰＯ協会 

⑤ 食の輪よっかいち 

 

（５）調査研究 

① メディア・リテラシーに関する教育・啓発のあり方を考える研究業務委託 

  （四日市市人権センター） 

・四日市市民のメディア・リテラシーについての認識や理解について、アンケート調 

査の結果等から分析する。 また、必要に応じて専門家を交えた研究会等を実施する。 

・メディア・リテラシーに関する教育・啓発をすすめるにあたって必要なことについ 

て報告書及び 10～15分の動画を作成提出する。 

② 自治体とＮＰＯの「協働」のあり方についての日英比較調査研究 

③ その他 

 

 

３ 働きにくさを抱える人の就労支援 

（１）北勢地域若者サポートステーション 

① 数値目標 

      ・就職者等数：120人（月 10人を目標） 

      ・就職率：80％以上 

      ・新規登録者数：170人（目標は 2024年度と同じ数値） 

② 相談業務 

・4月からスタッフも増員し、より質的向上を図り目標達成に向け一丸となって取り組む。 

・年々難事例が多くなる中関係機関との連携をより密にし、利用者の就労支援に尽力する。 

・就職後のステップアップ支援 

進路決定 106件の内、20時間未満の就労が前年 36件に対し R6年度は 30件と少なく

なっており、20時間以上での雇用が増えていることが前年度の特徴であった。R7年

度も引き続き 20時間以上の就労に向けて支援を行っていく。 

・相談件数の増加 

県内 4サポステの中でも R6年度の相談件数は一番多く、進路決定の目標達成率もト

ップである。今後さらに件数を上げる手段としては就労体験部分を考えていきたい。 

③ 集中訓練プログラム 

今期も年 2回（40日間×2回）のプログラムを開催し、定員 1回 10名を実施する。 

少年自然の家での合宿が困難なことが想定されることを前向きに捉え新しいチャレンジを

していきたい。 

④ 就職氷河期世代支援 

就職氷河期世代支援が年々困難を増しており行政機関も力を入れてはいる、より各機関と

連携を図り支援を続けていく。 

⑤ 講座・セミナー 

3年目となる PRセミナー「自分を知るセミナー」が新規獲得に有効とわかったので今年度

も行い新たに引きこもりや就労困難になっている家族の関りや保護者の学びや気づきの場

となるよう「家族の会」を年 6回行う。（四日市市） 



⑥ ユニバーサル就労センター、スプラウトとの連携 

    利用者の状況に応じたユニバ、スプラウトとの連携を引き続き図っていく。 

⑦ 学校連携・行政窓口連携 

  ・学校連携事業に関し拠店校（北星高校）を中心に要望がある関係校と連携を取り 1月以降 

の登録と進路決定者数の実績に計上するように流れを構築する。 

・行政窓口との連携の強化を図る。四日市市役所、商業労政課を始め福祉総務課、保健予防 

課、生活支援室と連携をはかるように支援を行う。 

（２） 伊勢おやき本舗 

① ソーシャルビジネスの取組み 

・利用者のスキル向上のため、利用者と一緒に商品開発を行う。 

・おやき・サブレ・プリンの改良・開発継続 

・販売場所の開拓を行い、売り上げ増加を目指す。 

② 就労支援の取組み 

・ユニバ・サポステからの訓練受け入れ。 

・スプラウトと連携。 

      ・現状の支援内容を維持すると共に、日常的に改善に取り組む。 

 

（３）トレーニングカフェ・スプラウト 

① ソーシャルビジネスの取組み 

・モーニングメニュー、カフェメニューについて検討し、売上げの向上を図る。 

     ・５月から販売開始のキーマカレーの売上促進を図る。 

② 就労支援の取組み 

・今年度から生活保護受給者の支援も加わるため、多様な受け入れ先から、多様な訓練

生を受け入れる。 

・調理や接客等、カフェならではのトレーニング方法を開発する。 

     ・トレーニングとその成果についての因果関係の調査を行う。（ヒアリングなど） 

 

４ 組織基盤強化 

（１） ＳＳＫ・ユニバ戦略会議の設置 

  本部及び各部署のリーダーが構成員。６・９・１２・３月に実施。 

（２）ＳＳＫ・ユニバ合同研修会（隔月程度。１回は日帰り研修） 

（３） 広報の強化 

① ホームページのリニューアル 

② Youtube「ＳＳＫちゃんねる」「ほくサポちゃんねる」 

③ イラストの活用 

 

５ 地域貢献 

（１）外部団体の研修の受け入れ（SSK＋ユニバ） 

県立看護大学学生（5月 21日） 

（２）四日市市食べきり推進店の協力（スプラウト・伊勢おやき本舗） 

（３）地域のイベントへの協力（スプラウト・伊勢おやき本舗） 

（４） サポステボランティア・ユニバボランティア 

（５） グリーンモール商店街の役員として商店街の発展に協力 

   中入道保管施設お披露目イベント（10月 26日～まちなか文化祭と連携）  


